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①⿊丸公⺠館
⿊丸公⺠館があり、その
敷地内には子供向けのブ
ランコが２つ設置されて
いた。また、津波に注意
の看板が設置されており、
海抜約14mであった。そ
の他に、都農町コミュニ
ティバスのバス停があっ
た。都農町コミュニティ
バスの利用料金は一回あ
たり200円で、交通量の少
ない地域ではフリー乗降
ができ、地元の高齢者の
足となっている。しかし、
1日1往復のみで、水・
土・日・祝日は運休など、
利用のしにくさもある。

④レストラン都農
おぐらチェーンである「レス
トランつの」は人気メニュー
である大きな胸肉とたっぷり
のタルタルソースが絶品であ
るチキン南蛮のほかにも、ゆ
で卵やチャーシューが入った
チャンポン、ハンバーグなど
を食べることができる。店は
こども110番にも登録されてお
り、お店の人も気軽に話しか
けてくれた。「レストランつ
の」は津波避難所に指定され
ており、海抜約37メートルと
なっている。

⑤10号線の車通り
国道10号線沿いはレストラ
ンや工場、ゴルフの練習場
などがあり、東都農の中で
最も栄えていた。また、宮
崎市や福岡の北九州市、大
分県、鹿児島県ヘいけるた
め東都農の中で車通りが多
い道路となっている。

⑥ストリートアート
道の壁に落書きがしてあった。プレ
バトという番組が、シャッター商店
街で芸能人がスプレーアートをする
という企画をしている。芸能人の作
品を見たい人を観光客として呼び寄
せる効果がある。この場所に番組を
呼び、芸能人がスプレーアート・ス
トーリートアートを施したら街の名
所になるのでは？と思った。

まとめ
今回の地域資源マップの作成で、都農の多くの資源に目を向けることができた。正直、都農に行っ
てみるまで何もない所だと思っていたが、都会にはない田舎の良さ、都農の良さを感じられた。地
図上に記載した資源のみならず、町を歩いていると沢山の小中学生が挨拶をしてくれた。これは、
都会に住む人から見たら驚くべきことだと思う。挨拶も都農にとっての大切な地域資源なのではな
いだろうか。
都農地域における問題点も幾つか浮かび上がった。ゴミのポイ捨てや車以外の移動手段の不便さ等、
解決していく方法を模索しつつ、まだまだ生かしきれていない都農の資源を有効に活用していく手
段を模索していくべきだ。

③田舎版コンビニ
レストランつのの隣には
日用品が買える田舎版コ
ンビニのようなものがあ
る。色とりどりの花が店
の前に並んでいて綺麗
だった。

⑦日本ホワイトファーム
ニッポンハムグループで、養鶏・鶏肉を
担当するグループ。都農町にあるのは孵
卵場で種鶏農場から出荷された受精卵を
雛に孵す作業、生まれた健康な雛を委託
生産農家に届ける作業などを行なってい
る。

②トトロの道（？）
交通量の多い道から一歩進むとトトロの
森のような木々の生い茂った道に出た。
小雨も相まって木々のにおいを感じるこ
とができた。The自然。空気がおいしい。

10号線沿いのゴミ
10号線道路沿いに生い茂って
いる木々のなかに空き缶が大
量に捨ててあった。Mコーヒー
のゴミが半分以上を占めてお
り、大変汚れており、改善す
べき課題だと思った。

すれ違った数
交通量が多く数
え切れなかった。
トラックの通行
が目立った。
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